
琉球大学学術リポジトリ

日本人における2つのHIV関連神経認知障害スクリー
ニング検査の有用性について :
cART非開始群と開始群の比較

言語: 

出版者: 琉球大学

公開日: 2018-12-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Onaga, Kaoru, 翁長, 薫, 翁長, 薫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/43025URL



（別紙様式第3号）

論 文 要 旨

論文題目

Comparison of two screening tests for HIV-Associated Neurocognitive Disorder 

suspected Japanese patients with respect to cART usage □ 日本人における 2つのHIV関連神経認知障害スクリーニング検査の有用性について
,....,cART非開始群と開始群の比較～

（） 

~ 似和、〖、⑨



【|背|景|と|目|的I)但巴|関|連|神|経|認|知|障|害

はH 感染Iに1関I連Iす

るI認1知l障|害|で|、|有 1病|率|はI2°I~ I 74 I% IとI高 Iい1こIと

が1報1告さI叫て|い|る|。圧巫叫叶仕 1事|ゃ|自動 1車に 1転
tょIと、 1の1日1常 1活 1動Iに|ぉ|け|る|質|の|低|下|の|み|な|ら|ず

ffli I薬!の|ア|ド|ヒ|ア|ラ|ン|ス|を|低|下|さ|せ|、|生|命|予I後

0 
I~ こI影 I響|を|及|ぼ|す|こ|と|か|ら|、|そ 1の1早 1期 1診 1断lは1極

|め|て|重|要|で|ぁ|る|。|そ|の|正|確|なI診 1断|は|神|経|心|理

学 1専1門|の|心|埋|士|が|専|用lの器|具|を|用|い|て|複|数|の

神経心理検査を組み合わせて行う必要があIる

tこ|め|、|そ|の|実|施|は|特|定|の|医|療|機|関|に限|ら|れ|て

t,) Iる|。|し|た|が|っ|て|、 I医|療|資|源|の|乏|し|い|施I設Iで

|も|実|施|で|き|るIH1五叶の|ス|ク|リ 1-1二|ン|グ 1検査Iと1し
し） ＇てIMihi MlentaO. State Elxa叶血ttont1碑E)Iと

世I界I的Iに1汎 l用1さIれIて1いIる1。I近 I年 1、

CO叫bm1dAft1-lietroy叫Th叩p~(c坪T)Iに1ょ!っ|てIHA!NDIのI軽I症 I化

や認知機能障害パターンの変化により、スク

') 1-1二|ン|グ 1検I叫の 1感|度|は|低|下|す|る|と|の|報|告|が

なIさ|れ|て|い|る|た|め|、 卜吋SEIぉ|よI叫rHesI~ まIC巫Tlを
~I tia Iし|て|い|な|い|患|者|に|限|定|す|れ|ぱ|有|用|と|考|え
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らIれIる1。|し|か|しI、|実|際|に|治|療|の|影|響|を|考|慮|し

て 1丑叫と 1 西sJ の IH巫DI~こ1対l叶る 1有用 1性を同 1時 1に

tt 1較|し|て|い|る|先|行IliJf I究|はI1 I報|の|み|で|ぁ|り|、 Iし

カ~I も I 同 I 報 I 告 I~ま1症 1例選I択|の|バ|ィ|ア|ス|が|極|め|て 1高

~, IこIと1を1著 1者Iら1も1認|め|て|い|る|。|そ|こ|で|本|研1究

で1はI連Tl非|開|始|群|と|開|始|群|でIM斗SEIとIrHps Iの|

n i血 ll¥lDI診1断1能 1の1比I較1を1行1っ1たIo 
|【|方|法|】 I2go9 I年I1 I月|か|らI吋14I年Is I月|の|晶nIにI琉

球大学医学部附属病院を受診し、同意が得ら

れ|たIHrvi患|者|で|、|神|経|心|理|検|査|バ|ッ|テ|リ 1-,(Tr出l

I 1~f 1 I I rnft s!an I、ID~git~ ~ 

吋吋est)I 及|ぴ|ス|ク|リ 1-1 二|ン|グ 1~1 査 1 邑祖SEI 、 I I巫S)Iが
行われた者を対象とした。神経心理検査バッ

C) 
1テ1リI-Iの1結1果|をIH竺叩l診|断|の|ゴ1-1ル|ド|ス|夕|ン|ダ

|ド|とし 1てI2 Iっ|のス|ク|リ I-I二|ン|グ|検|査|のIR巫c

曲|線|を|作|成|し|、 Ic~ 五I非I伍ijI始|群|と|開|始|群|に|ぉ|け

るI刈clを|比 l較し|た|。 1 I I I I I I I I I I 
【|結|果|】|対|象|は1491人I<c咄Tl非I開I始I群In斗27I、I開I始

群In=f2) Iで|ぁ|っ|た|。 1両1群I間1でI年 I齢I、！性I別 1、I教 I育

年 1数1、IHA!ND IのI診I断I、I末 I梢 I血 ICi>4 I数|の|最|低1値 Iに
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有|意|な|差|は|な|力~I っ|た|。 I C付Tl非|開|始|群|のIC炉I数

は1、IC巫rl開I始|群|ょ|り|有1意|に|低Iヵ、1っ1た (pfo.oi1)。
cART I非1開I始1群|のIHぎR巫Al量|はIc~ 五1開I始1群|ょ|り 1有

意に尚かった 。全対象の SE の感度と

特 1 異 1 度 I~ま1そ|れ|ぞ|れI18 I% I及|ぴ1961% Iで|ぁ|っ|た|。

cA T非開始群では 20%及び 92%であり、 開始

゜
1群Iで1はI14 I% I及|ぴ11001% IでIぁIっlた1。IYi。咄en'ね韮dexlはI0.1 

|で|変|化|し|な|か|っ|た|。 1-1方|、 IIHes Iに|っ|い|て|全I対

象Iの1感1度|及|ぴ|特|異|度|は|そ|れ|ぞ|れI55 I% I及|ぴ170I% 

で|ぁ|っ|たI(J-fnde~=~.3) I。IC巫rl非|開|始|群|で|はI6°I% I及
び75%であり C T開始群では 43% 

及IびI61 I% Iで|ぁ|っ|たI(J-fnde~= 心.1) I o 

考察］ SE は全ての群において低い診断能

(>
1で1ぁ|つ|た|。 I!Hes pまIC坐Tl非|開|始|群|とIcA位I00 I始1群

で診断能に違いがあり C Tの使用が IHS の

有I用|性|を|変|ぇ|る|可i能1性lがl示1唆1さ1れlた

(I 結|語|】 IM~叫叶日|本|人|の ]H~叫ス|ク|リ I-I二|ン|グ

検|査|と|し|て|有|用|で|は|な|か|っ|た|が|、 IrH§s IはIc~ 立`

を開始していない患者に対して有用である可

能|性|が|示|唆|さ|れ|た| I I I I I I I I I I I 
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